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ComparisonoftheEnoekDownEffectivenessofP̀yrethrins'IalldIItoAdlllts

oftheCommonIlotlSefly, T̂,ISM a,"npsticaI,.'ii"L7hhcq･ Sttld)'esotltheBiological

AssayoH nsecticides.XXX.SllmioN (̂… ^W.～(T.lkci1.nT''汀atOry. ∫nstitute for

chcmkL111tcsc.lr'cZ1.ド.vt'toUnil･Cr.'ity.T.lkatsll'ki.()llSnh).1くccc)'l･èlonNov.I13,̀1053.

Tiotytl-lt'ng.17(ll,18,1Iq;ト102(1!1.'･:i).(1､,jthJhgHshrL'.qume.1!Il).

29･ ･Pyr8thrins'Iと ⅠI cD'ィェ.く工の成虫を落下朋 云せ､しめる効力の比較｡■殺虫

剤の生物試験にかんする研究O弟30手技.長沢純火 ()諒:都大学化JI'-･抑究脚帥脚 光抗)elq.11･

/ 13受包! I

･pyretlm･ns･Ⅰ盲 Ii のイエバエの成虫を落下仰転せしめる時間的経過を.Campbell

p metalt-tlrふtableを改変した塔置によって記録し Bliss.のプT'ピット変換法に甚′
く統計学的処理をこの結果l=施して2着のもつ賓力を相対朗に箕定した｡

丁.拷_ 首

･I.aForgc(℡)一派の研究によって役fr:,除山前の-tJ-

?/ 警霊芝t三㌫ 言;Lty･!.ttIこ.?崇 bt'誓P喜完諾

あきちかに･Lた StTtudingcrand Tくuzickàき)の研

究が尭衣された1!11'咋 以屯 これらの-1け る招力の比

較は生物試験の研究にたづさわーるものの興味ある対流

となI),すでに10数矧 このぼる邦文を今r]ここに見川
すことができる｡しかしノこれら光学者のすぐれた研究

もその多くは致死効力を比較することにゴミW<がおかれ

て宍験され.除山'LjJ一投出剤のもつ速見的な麻抑作川に

ついては論及され七おらず,なおまた与7l.力の3;.::.ifは Il,
II の相対出を典にL7さいくつかの況介物をもちいる

/ ことによって推刊する方法がとられ.いづれも純押な

試料がもちいられていないOとれはtt･:物試放論の見地

からも.また宍際他用の河に.J'J.いても,少しくものた

,)ない感じがされなくもないO除ぜミ-251'iおよび,これが

新緑物門の生物試験41蛇 は,そ?純粋晶についてかつ
その leadingfactorであるところの,法効的な麻柁

作用･p,程度を1J'戴圧判定の指だ托 しておこなわれるこ

- とも必零であ7ptかんがえて･転 地 姥ひとノつの宍
取をおこなった｡その結果をここにしるす｡

･本文にはいるにさきだち;この研究をおこなうにあ

たL)終始御恩臆なる御指導と抑制接を賜った武か:･教授

及び火野助教授に感謝の意を式する次節であるOなお

この三収 と結果の㌍矧 ま柴rll抄田子班の助力によって

なされた｡銘記して和正を試 したい.

IT/実 験 材 料

(I).伐試煎剤Oは卓tLfガ剤 とし1は.ビレトリyの

泣緑化介均であるとこ.ろの7レスJyの鞄F'r.状1窮比

休a-.ll-tmn:S-1lJlethrJ･n(mp5r～T,0:5oC)をこれに

･ あてた｡p̀yTCthrir･S'IおよびLlは大栄(6)らがWtit.ll

したものとわなt=粥粁C.クI,マトグラフ法によって

除山'AtJ'ェキスから分脈 F'3割されたものであるJpyTC-
ethanol

tl-rjns'Ⅰは .lqd㍉222… ･, FAD.4,--.14250で,

pyrcthr'inI とcincrinI のila合物であるか.-ある

いは p_vrethrinIか,あるいはまた CincrJ'nIかの

いづ九かであるorJJ.･1校に 1,yTCtZm'ns'ⅠⅠは ん .,.,-
/

21'{m.〃･･∈Ae"I.lal:n=031.-,S.-,Oで,,yrcth,inIIとC,･ne,.･｡
H の況合物か,あるいは J)yrethrinIIか.あるい

はまた cinerin H のいつ'九かであるo理論的には

pyrethrinI,ⅠⅠならびに,cinerin1,IIの 4成分

を分TJWたして比校考究亨すべきであ7)う｡しかし現在まで

の研究校附はまだそれに到遊していない.除虫Zjg'ェキ

スはこの p̀yrcthrins'Ⅰ および ⅠⅠの分鰍 こもちい

たk.･7.例も ポー~タログラフ法(6,による全ビレ ト.)ソ

lllilLT,oof. p̀yrcihrins'lqi'6.1%p̀yrethrjns'ⅠI

tlrii-).6,00'であるOそして工業製品了レスリYは α-d1--/

trams-.111cthrjn の印蜘 こもちいた原料で.潔-戸口

'Q:アワ払 杓による7レスリーン分析値は90･6%であるo ＼
なお柘駅にもちいたにⅠ館山は弧点 180-230otの田分

ゐものである｡.

(2).供試昆虫0校･;lt…効-11･のもーとにおいて豆即 Irl招

兆によってその幼虫期を飼育し,小麦粉の糊で成虫糊

を飼記したイエバ丁の,羽化後 4乃芳書lJ日日のmHこ抑
を宍験に供した｡ :Lj

IIT.実験装疋および方法

この災駅にもちいた狭子'Ttも Cnrnphcllan(1Sulli-

m n(lトによって巧;架された金満和知TL3食詰tJA'u3Lの爪炎
を映してつくられた もので あ るが,改変ゐ雫qlは

Sulljyanctal.P)によってのべらヰLたそれとほとん

どおなじである.すなわち,約1図にしめすように./

高さ 4.i:5tm..外径 22.0cm, 厚さ 1.0cm のガラス

製円筒(A)杏,高さ 30.0cm の木製の架台(D)の上 ,

におき,円筒のi耳下にガラスの滑り蓋(13)を境にして,′

円さ lr'.Ochli外径 15.0cm,厚さ 011cnrのガラス '

朔ポット(C) をとらっけたものである.同筒の上に

かぶせたTrl径 27.0cm のガラス製円板 (E) の中央､

には.芥旅を呪描するための班毎 2.0cm の円孔があ

る｡Pl'主脚 手枕外はマル ク睡 (F)をしておく.コ･ム'{
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1･lig.1. ExpcrilnC-ntalapparatus.A,glass

Cylhdcr; l1,glas苧一Slide;C,glass pot;A
T),lVOOde-nstand;E,Lqrlass plate;Ficork

･.I)luff;G･Tllhberpacking;HIWiregauze;･
I,supt'ortciithofpot.1unitofscale-10cm･-

ツキ･/グ (G)は詔滴の湖tiiをよせぐだめにこの間に

お叫 Lたものである6,またポットの上には共鑓製Gt)金

銅 (lI)が供託鎚虫の上部-の逸脱をふせ('ためにお

かれ,下矧 こは支え-(Ⅰ)がポットを円だ3.のiLnTに襲L.i

177Iril･拍せしめえられるようおかれているoところで,I

ピレトリンおよびそ蚕麗緑化合物のいくつかは.きわ

めて述効的な麻梯作用を和し,'･その提比を時間的に記

鉦するためには.できるだけ級泣な共沈を均一に切胡

して,その紙箱によっておこる麻秘の超過を迩延せし

める方rl',Jにこれをもってゆく必要がある｡_-JJこうし

た粗放の荘液を噴誕す畢ことを主唄に,スプレ｢ガン

が作られることは,製作上のわづかな違いがEB./泊の状

.TLjをかな り左右するから,~一連の央験をおこなう粉含,

柑 1しL･.の誤並をJJ-抄 恥 こくrいとめる見地から,終始-

1･=ーておなじものをもちいて尖鋭する~ことがのぞまし

い｡そのために容易にこれを比はすることがで豆,た

だちiこつぎの茄液をPn㌶できるような構造をもったも

のであるととものぞ郎 Lるoそうした必要をみたすた

桝 こ聾者は,′約2図にしめすようなatomizer､を試作

してもちいた｡おゝよその説明をくあえるな_Bは,at0-

111izerの長野三部 (A)は 13.5cm の長さを有し ･ちよ

うど前記装正のガラス詮 (E)の半径にtlとしく,開

口部 (G)rを装監内にいれた場合!-そのままガモス蕊
の｣･.にこれをおくことができるようにした｡(D)はゴ

ム管をヰってトランスフォーマーを恥 こおいてコンプ

レッサーに連結する｡(ll)は茄液をいれる少試験管で

目盛を与れにきざみ,上部は基気お'よび兵液の言伝曳を
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E)
ふせぐためにヲ●ム栓 (F)をする｡(l･:)L紙 径0･lcln

の小孔で.ここから峯気が小試験管の中に入t)共液を

下端の穴から宅/細管 (C)の小芋おくりこむようにし

てある｡毛細管の直径.'ま0.ユcmで,この中に入った某

楓 ま先端部でづ抑 Lてその外川をでてきた狂気によ

-らて第滴となる構造である｡ 一

sullitla-netal.β)のそれと見る瓜は,_イエ'.'ェが

･菜液の被毒にまって落下仰転する時間的の提起を評鮒

に餌察できる'よう,円筒の下におかれT_=ポットの況さ

-を一段扱くしたことと,黄液を噴誘する串めに-_Hこの

べたよう-なatomizerを試作してもちいたことである｡

試験方法としては,まづポット_(C)に供試昆虫10

匹内外を入れて金網韮 (H)をかぶせ,架台の1肇 に

碑石休符せしめる｡･硝孔に滑空 (B)を入れて,その

l上にS,L･.)ソダー,(A)をおき. I,くツキi,〆 (G)をは

さんで上訟 (E)をのせる｡つぎに養液を0.5cc正托

,r-一小試政管 (a)にキーE)atomizerの砂 詔が正抑 こ小

試験管の底につくように伴持する.PB諺庄-JJを 1/u

kg/cm!にして トラ ンスフォー7-の栓をひらき,茄
■液を円筒内にPl握手する.Pli誠時別約3秒.Pl'王'uGtJ始と

~
ノ
ト

=uH･‥
･--
J
L

lTig.2. Atomizer.A,airpipc;li,calihmtctl
tubc;C.capillary;D,neckforconnectto
｡OmPrCSSOr;E,pinhole;F,rubl)crplug;

G,-_nozzle･1un'itofscale-1･Ocm･

r.Jl卯td･.に砂測時計をもって時間をはかり,お よゝそ大き

な墨滴を比肩せしめた10秒後に附丑をひいて, こま

かい義手だけを供試昆虫の上に降下せしめる｡そしてイ

早,.'ェが菜液の披露によって麻稀をおこし aqf底に落
下仰揺する数を秒の対数脚 こして0.1の馴rTjSをもって

読癖 する方法をと-ったO供託昆虫の数は.ビレトt)ソ

_e)ような退助的な肺榔 :用を有するもg)においては,
10匹内外が適当で,それ以上あ紺 ヰこでは正統な記尿が

Hj難であるO

なお,ある波圧打 Fのビレ1,I)~ンあるIせ この折線

化合物の被函こよって洋1.-仰転したイエバェは,ふた･

たびそれらの麻畔からさめ.て正常の状態にもどるもの

が多く,た桝こ任班鹿における突放では眺iPでI占虫の全
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部が落下抑転しないうちに.はやく■も畔iL:1ろ偶作が 作用のためにそゐ時間的の芯過を記録することが不可. `

あらわれて落下仰憎を布劾好打LJ'ji!の指iT.とすることが の巨となら七くる{%れでこの種の先験をおとなうにあ∫/

不可偲な切如 ;多い｡F柑 こまたある氾蛇をこえると ∴ たっては.穴畝記良の可能なごくやまい範囲の粒度を .i

呪碍しうる爪少爪の招弧によっても,すみやかな麻抑 さがナ必顎がある｡上記の方法によ'り薬液 0.5ccを

T.lblcl ∴ TimeT (scc.)･pcrecntkn'N:kdoh･riŶ･of.ldlllt.")∫thecom血Onhousefly,レ
■′

M fLSm doJneStica I"'C!'"a Maeq･.Ifort,-(ll-tmm卜alllcthrJ'n･lnd lt)yrethrins-ト kerosene
solution.intherangedfconcentrationCfrom15.625to230mgperlOcc.

α-(lトtrans-allethrin l -PyrethrJ'n.qI I

.C()ncentration -115 62.5I､125
L15･可 3.･2t-･ltL･･5 1.･7.-, I l'5O ､∴

Number of individuals' 185I48 可 41 卜26･l可 74

喜‥去卜遠 望

:~二押 予

TTt17,le･･'･･TinltT(scc･)-perrentknockdりW占 :yK.Pfa.Jult- Et一一C'commonhoesefly,
M .J'Sムa-dn"LCS･l',占vici〝a･Wacq･,iforα-dlTtmnS-allethrJ･n･ln｡･J,yrcIT-rJn･S,H kerosene

so】ution'intheran'E,rreOfconcentrationCfrom 15.62･-'to2･-'Om.qt'crloc°. /

j l●α-dl-trans-allcthrin l P̀yTethrins'IⅠ

concentrat･'onI I(15･625131･25座･[･

I.Numh6rofindividll;lls ､ E76

. 'rimcI-J1-∫T

l
′＼
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Tt,bl占3･ Ti'me'T(scc･)-per.centknockdownYHムfadultsIOfLtheCommon-housefly,
ヽ - 盲ca Aomesticavicl･na Maeq., for a-dl-trams-allethrin and･pyrethrum extracts

kero/senesolutionintherangeofconcentration'cfrom 15.6乱 to250mgperlOce.

l aT-dl-trahs-allethrin I pyrethnlmeXtaCtS
Concentrationf~-

恒 軒 31･写再 2･5

Numbe
ro'f
i

ndiやiduals卜40133
I36

卜36 ･41 133 い 草十 28 I34座

■

Timc1--logT t 21.21J38.89]63.8rJl100.00139二39

--三.:_:三

蛮 …妻

董･遷 i :7Gii:8萱

7.50I 92.861

0.00k O0,.oof

/■

二-_-A-I-I- I:-I

･ I

･ral,Ic4 ･ T i m c ･ T ( s c e ･ ) - p e ヲ c e n t kn ockdownY打Of/adultsofrthec-dm onhouseLly･ノ■~
ATllSCadontes tic a v ic in a ,M a c q . , for-Lt-dlTtrよhs-allethrinandtechnicalallethrjnskero.'cne.

≡
solution-intherangeo r concentrationqfrom 15.625to250mgper､10cc. .,

α-dl-trams-alletllrin Technicalallethrins

coJcentration l15･ ユ叫25Ol15･62中 1･再

Nllmberofindividuals l30.l28′l32
28131十 24日 5 I27 ト28

ー7.14

TinlCLゴlloL,T
＼

3.歳謁;Z･:-8761Igo;'.謁 6.?3

37.50

59.33

79.17

91.67

10 0 .00

噴萌し恕場合JIOFc小 15･625,31･25,62･5,125_およ

び 250ふgが容易に記録かできる範囲であった｡もっ

とも与れらはすべてポーラもヶラフ法によって定量さ

れた数仙 こもとづいて稀釈したものである∴なお供託,

1.qrt ∴

糸剤は a･dlfrans-allethrin を捜鰭某剤とt･て件々

別個に比較突放する方法をとった｡

十､IV.実 額 結 果 .

上述の方法によっでえられた宍験の結果を来示する

/■■

＼
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と,約1-4兆のごと(であるが.これはl!I.''3ir･'.tiJJ

ユ4日から!りJllnにいた7JI.耶口におこなったものの如

月ミで,1氾蛇について3-li円の災的をくt)かえして

えらオiた批肌を1Ji;汁したものである｡

Ⅴ.考 療

郡 1-4炎の約月王を 】Hi.q.<の?'pビット淡によっ

て粥m+ると卯i'･炎にしめナような数倍をえるが.孤

TLL

qnOA

満貫弓
U-L五･I

th.pm

8

7

tBS

▲.3'l
7

tD一さ▲1ヽ一

≡十必 シ〆

…妄琴 苧竿 ..

2:.~r._..脇 麺 -i .:十

;考 等 ㌢竿--I.32 -

T品 hlqAridn暮.t

Fig･3. Time-k710Ck dolVn r'egrc.qsion

isoao'sesofa｡"li呉ofthe亡OmmOn-hou岳efly.
MILSCa､domest,.rL7-I,EIEiiTa AIacq.,forα二dJ-

tmns･･lllethrinllTld p̀yrethrins･/Ikerosene
.qollltion in therantqcofCOnCentrationC

from 15･t;25to2T)Omg.pe上10cc(from right
tolelt)･̂ hovt･figure,α-dl-trams-;11Iethrin･,
7)ottonlLigtlre,p̀yrethrins'I.

ノ
,,

t

昔

td

q

AOP一巻jI
r･lJ'g.4. Time-kn(℃k I7ownr J･egression

j･qo(Zo･qcs'oTtldultsoftheCommonhou5Cfly,
1̂,,srL7do"tpsli,a.vlCinlMaeq..for〆あーdl-

tmns-I,lJc･thrjn ･lnd/lpyrethrin.q'-ⅠI kero-

FCnC,qOltltJ'onTintl-erangeofcone_entration
Cfrom 15.lL)5 to.2.I)Omg perlOcc (from
】肘一日 ･,Jeff).一̂ hove figure, qJHrans-
nllぐ仙rin;bottom figlZrC,p̀yrethrins'.JT.

節 11日管⊥IY ,

t'3-0図はこの関係を図,7;したものである｡この鮎Et

からこの17,5田の紐皮ゐ湘品.たとえば今日われわれが

iTf糊でみる 】L510mg/100cc甲圧のビレト/)Vを桝 1-チ

る投出偶は.もしなかに速効的な麻帰れ:･F打をさらiこ助

･F<+るような.糾別な併用菜刑がふくまれていない切

付 こは･おしむ)に ?矧顎と朔 日こよって11効皮の陳
'Ji!をおこなうことは可分巳でも7}7:JJ

Ttzz*hh仙 l

I･'1-fr.5. ,'rimc-kr)ockdown reFrressl'njso-

(7osesofaduktoEthecommon l1011Sefly,
MILSCadomeiticL7t･･,'ElhaAhcq.Iforα-d1-trans一

･111ethrinand pyrcEhrllm.CXtmCt･ikeroseneI一一
sollltionintheran欠.eofconcentmtionCfrom

ユ･-7.623to250mgPCil10(-C(fromlighttbleft)∫

一八7)ol･efigllrC.a-dl-tmn'S-allcthrin;bottom

fJ'zru_re,PyrethnlnlCXtraぐt.q.

TimeiDkvJLrithm.1･I

･isodosesofadllltsoftheCommonI101isefly.
MfLSChjomcstica vil2'Tm Macq.,for a-dト
tr;liュs-allethrin and technical allethrins.

tmtionCfrom 15.G23to 250nlg_per lOce,
i･(fTOTnriが1t.tOleft).Abovefiitzre,a-dl-

tr帥S一･lllethrjn;′7,ottom figllreI.teChnieal'･
nttethrJ'ns.
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Table5._.'Characteristicsoftime-knockd(IWn､regressionlisodosesoLLtadultsopfthc -
commonhousefly･Mu耳C-adomesiicaLicinaMacq･,foraTd1-trans-allethrin･ p̀yrethrin-5' r
I, p̀yrethrins'II,pyrethrum･extractsandtechnical･allethrinskeros占ne/solutioninthe .I
mngcofconcentrationCfrom 15･･625to250.mgperlOcc･Summaryoftable1-4･. I
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'G〉rMntmboninlogarithmJi.CI
Fig･7･ Rehf.'onTsI,eh､･cc nlogtime,Itlnd
logconccr)tratJ'oncatthe50pcr'ccntk_noCk

downofadtlltsoftllCC()mmOnhol】Sefly,
M,LSCadot,TCStic,.1Vici"a Ahcq･I.for.七一dl-
t;ans-alletl-rim(solj｡･】)･n･U･､､･ithcirclesland

p̀yretl'rjns'Ⅰて.qoh'dI)'ne,vithsolidrcirc】es)
keroselnesolut)'onintherangeofconcentr･.1-

tionCfrt)m 15.625to25OmgperlOc(-.

~一㌦ - ､

｢■＼L'iZI
一一＼●

q二 二､一

iiES
●ヽ ､

15 1.8 2.Ir 之4
Concentntionh]opn'thmA.C

FJ'g.8. .Rel;ItionTsIJehrccnlogtimeiand
logconcentrationcatthe50percentknock'
downofadultsofthe(､ommon llOllSefly,
MILSCa domesEl'cLZtJl'ct'12L7Macq.,.Lora-dl-

traLns-allefh,in_(solidlineミvithcircles)and

p̀yr9thrjns,ⅠⅠ(solidユine､､,itllSOlidcirさles)
keroscnesolutionintileraf)geOfconcentration
cfrom 15.625to250mgperlOcc‥

つ ぎに控皇位の a-dトtTanS-allethrin にたいする供

一群菜剤の相対有効姥をもとめるためにまづ約55l壬の約

免をもとにして,P.WL;]と況圧との関緒を図にえがき.

､そこにひかれた税分の方笹式をもとめてみよ･')｡妨7

-1咽 および茄 6,7粥がそれで, α1-dl-lr･lnS-alle-

.thrinと除ili-JJ･jエキスとを比較 した糊合をのぞけ

ば.蚊弛 供訳的井刑のIJJ-する相,Tり-ij:3劇 暮火致落仰

庶出率州税 (T-C) l′̂-E=50はほとんど平行とみなす

ことが可髄である了 しかしここでは除虫菊エキスの-

I 一物合もひとまF.j平行阿尉こあるものと考えてr群ttl,一
仇糾両英和光速の1lJ併数をもとめて如 6,7誠にしめ

した方柑式をかきなおすと.それぞれつぎのようにな

る｡すなわち
′

/

L

17 12
Concenhtioh'ttIl叩Arithm■.c

FjLq.il. 】くelationsI)eいl'eenlog timetan°

-logconf.entrationcatthebOpercentknock

downofadultsoEthecommon housefly,
M ltSCa do〃testiEL7tJlcL'JJL7Macq.I,fora-(ilr-
trans-allcthrin(sohklline､vithciiclcs)and

pyrct,hrumleL'tractSrsolid line】lVith solid
ejrcles)kerosene.<olllti(1n in′/ther;1ngCOf

ror)centrationCfrolll1.'1.62.I)to,'2:～OmFrPer
lOc(･.
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Fig･lO･ )くchtionshchyccnlogtim_eiand
lo.erconce'ntmt王onc.ltthe50perCentknock I

downofadultsofthecommon-hollsefly,
M tJSCa do"tcslicat'''C,.naMatq., forα-dl- ､

tmns-Illlethrin(占olidlinewithcircles)tan°
technicalallethrins (solid ユineivith solidI
circles)keroseTleSOlution in themngcof

concentratiancfromL15.r･T,to 'lntJmg p?I
lOcc.' ＼

4'(]トtr.ln5-.11lL･tJIrin(C-U.O)0･37aI-774.47_

lPyrcthrins'Ⅰ (C16･0)013781〒526･23
α-dl-trams-allethrin'GO･379i=994.72 _

P̀yrethrins'II′､CO1379i-1454.12

1a-dl-'trans-allethiinCO･426t=]305.9

Pyrethnlm e-xt蕪 ts CO脚 tc=717.34

TechnieJalallethrjnsC､･如2E辛95乳07 一

これから1-T定の濃度において50%を落下相伝せしめる.

に顎する時間の比をもって.梗嘩薬剤にたいする供許

罪刑Pl'榊 有効圧をrf状 当丑数にして東京すると.静

,By;･のごとくである0
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Table6･ Relations1)Cいveeplogtimeiandlog concentration catthe50percellt

knockdoIVnOLadultsofthecommonhousefly,MzwcadoMSticavl'cinaM.1.Cq.,forEZ-dト

trans二allethrinand p̀yrethrins'IkeroserleSOlutionintlierangeofconcentrationCLJ･OnlI ､ ‥ - ■-
15.625ttJ250mgperloc°.

α-dl-trans-
allcthrin

i+0.3S622(C-6.0)-2.LIO6O5

br(C-6.0)0386t去805.47

0.0002811 0.0900562
C-being
1.7274520

O.0150亡はS 0.001317二王

1̀'yretllrins'Ⅰ
i+ O.3G637(CIG.0)-2.70407

or(C-t3.O)9･366t主505.86

0.000.02740.00()0055
ib占ing
1.727tl.F:)2O

0.0014734U.OOOO12il■
Table7･ ltelationshetwee!1logtimeiandlogjOnCentrationcaptthe50percentknock

doIVnOfadultsofthecommonhousefly,MzLSCadoJ〝eSIz'cavlcL'uaMactl.,fora-dl-tr.川S二

allcthrin･ p̀y】J･ethrins,ⅠⅠ･pyrcthrumextractsandtechnicalalletlirinskerosenesolutI'on

intherangeofc9nCentrよtionCfropl15･623to250mgperlOcc･

Sittllple~

a-dl-tmns-
illltItllrin

＼

ll〉yrcthrins'1Ⅰ

Regressiollequation
log.T+b2logo-a2
()∫inoriginalunits

CnEゴh

i+0･377566.=2･'J9573
Or

CO･378LごrJ90.22･

tナ 0.37リ76C1-2.65リ15
()r I

･CO･380t=456.19~

α-dトtrans-
allcthrin

Pyrcthrum I
cxtr.TictS

L+0.39094cE3.05351
1)r
CO,3'Jlt=]1こ51.1

t-+0.4(;044C-2.lJ1813
1)r
CO･460i=828.1u

PICCisionofparametさr/a2andbL7
~(ibeing1.795S8)

Sヱ I V(aヱ)

ニO.000G792

0.0000165
＼ノ

O.0001358

O.00OOOi)3.､

O.OOOT4リ3

O.OOOO313

0.OO43723

■

0.0001817

0.0003745

0.OOOO3(j3

O.OOiゴ241J

O.OOO二三OOj

α-(ll-trans-
allcthrin -

Tecllllical
allethrins

t十一O .JlS3l c-3.lU110
(1r

,- CO443i-- 1552.4

1ヰ 0.3965j) C=2.1J3481J

Or
C O Bf)8i= 86O.77

-i

O.OOOIUM

O.OOOO313L一

0.000039tJ

0.､000O063

O.OOOly_)OO＼

O .OOOU345'

Table8･ltclativcknockdoIYnJ=Efective-
nessofJpyrethrins'･I, p̀yrethrins' ⅠⅠ,
pyrethrumextractsandtechnicalallcthrins

efLcctivenessofthestandard toadultsof

the coTlmOn-housefly, Musca㌔dotlleSlica
vlel'1taMacq.

Sample I Medianequil,alent

a-dl-trams-allethrin

嘉 憲 法 ctLs
Technicalallethrins 0047m飴胡⊥1.り山上⊥

′

1tJO

･＼

まづ ',pyrFth聖 S'~Ⅰと 1Ⅰの卵 下坤伝助加 tB' -1
校してみると,-IIが_Ⅰよりかなbまさ?ていること

がわかる｡これは a-dl-tram-S-allcthrinを1とした

場合であるが,かりに!pyrethrins'Lを1とした場

合の II､の右す串柿対有効度をもとめてみやと1･JS
となり.ⅠⅠは･ⅠよE)約1.5(1号の致落ド仰府効力をG'-
っているということができるpこうした α-dl-trans-

allethrinを捺雅として J̀･yre中 ins●IおよびJII i

を別々に夷験し,/その結果から相対的の数lltiをもとや -.

るのとは別に. P̀yrethrins'Ⅰおよび Hを和llj:にお

をじ方法によって比較してみたが,ここにはしめさな

EI∴

/
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いがその結月ミもまた約 1.T1(.17･という糊剤故旧であっ .

･T . た{さきにものべたように･光'糊 によっておこなオフ
れたどり卜.)I I と H ■の此校はほとんt･その致柁

効力を此校 したものであるが 致肝 ド仰桟の効-))を比

較 したものとしてただひとつ Sulll'YLi?ctLll･0'lこよ

る職iliをここにあげることができる｡tLか しこれにも

ちいられた紙料はⅠ及び Ilを含む不純物であり,そ

の延Ti･は蛇近不適当であさと~された'6)ところの,Seil

の瀧Iu…によ-らたものであり,また供託個体群が落下仰

可読してい-(柑lFJ的勺終過を詳細に記録 した結果ではない｡

な.ASSullil竹n'etal.PJ'はなかでビLjト.)I Iには -

1致洋下仰転の効力はないのではないかという和渕 をし

ろしているが,?,:者の突放約月からは p̀yrethrins'Ⅰ

にもすくなからずこの効力の-lfすることがいいえられ

る｡

わざはこの p̀yrc_thrins'Ⅰと IIの分軌 こもちい

た除虫菊エキスの致洋一ド仲店効力をみると.これはち

- ようどそれ,と向一班皮の p̀yrcthrln5'Ⅰと H の効

力の和の半分にひとしい5.ll-火をしめしている｡この紬

t-_見については,あるいは況くiS･えるならば ⅠとH は

革ったくsimilarjointactionの関係にあって,.2

･ 者は革に相知 勺にもまたtLf.=杭頭 こもはたらし({いない

という'ことができる｡もしそうであるならば.ポーラ

･pグラフ法によって定流された稔ピレトリン血は,そ

~ のまま生物学的に評価された才)一効腔と一丁致し,ユキ7.

などの映定には都合のよいことであるoLかしそのよ､

うに結論するためには,こうして分離された Iと lI

をふたたびいろいろな割合に況合して,それかもとの -

J･エキスのそれと同じめ姥において同 じ才J効度数bJiをし

めすか杏か宍験してみることが必要であろう.I

叔後に工業製品7レスリVの敦落下仰転効･)Jをみる

と, a-dl-trams-allethrinの 1･46舵となつ{.いろ｡･

これは結晶アレス.)ンが･17'レ.スI)ンの武性作中.効_

･カの点におい七は一軒おとるとIの下られた Gersdlorff

t7'らの失政結果を買づける-2lr･矢と考えられる｡

Ⅴ丁.摘 要

ク■F;･マ11,グラ.フ法によって分鰭された p̀yrethrins'.

●Ⅰおよび IT, なら.ぴにこれちの分緋の原料とした除

･虫菊ユキえのイエJl'ェの成虫を箔 下仰駄せ,Lふうる効-)J

をα-d1-trams-alrethrinを控室㌍繋刑としてC;lmPT)bll

/ and･Sullivan･1)の血流JH出航缶詰弛把を改変した肘.理

と方班によ,)此校検lfJ･した｡その約5には邦7;Jiのごと

くで p̀y'cthiins,Hは I.よ()イJ･′くェを諮-m 転せ

しめろ効･JJにI.･いてかなE)ま̀さt)-,約 1.5倍である｡

なおこれには Lt-｡Hrans-.lllethrj'nの梯掛 こもちい

たエ染払U.アレ>.I)ンの効力をもあわせ･しめけ 主｡

VIJ.引 用 女 傑

(1) CampT}cll,Ill.L..ln(1W.N.Sullimn:So.ll)

姉 18怨-IV

Sanit.Chem.14(6),119-125,1fJi(lU38)._

ぐ2).例えば井上確宇描 都大学化学研究所報Pi･,2ji

､1-17(1!J31)珍.m.

(:り 長沢純夫 '.椀物防控 ('(ll),3rJ3-3ひ5(加 Ll).I

(i) ･Iミ獅 正夫 ‥日本堤芸化学今関西支部刃主節 103

lriJb-1苛明全にI的･そ凝衣｡昭和.28年10月1紬 O'

(5) 火岩俊彦 ･井･上確三 ･植田按童 ,大野 稔 :防.

血科学 17(3),･106二i･.,2(1リ31,)

(6) 大岩俊彦 ･篠原照己 ･竹下尿彦 ･大野 稔 :防

虫斜学 18(4),142116リ(1{J53).

(7) Schechter, M･S･,F･13. LaForrge,早.

ZimmerliandJ･AI･Thom率 :J･A･Chem･

Soc.73,3.I)jl(lf).-Jl).

(8) Staudinger,IT･･lnd T_J･Ruzicka･･Helv.

chiLn.､Acta7,17711701(l!)1,i).

(0) Sllllivan,W.N.,Il.L Ihllcr,E.R.

_WcGovmnandG.L.1-71jJh'1)S:SoapSallit.

.Chcm.14(tl),101.10.'!,lrJr)(lf):iS).

ZZEsLIllLL! .～

Since theJ'りVeStigatitin orSnu仙 -gerand

Ruzl'ckLl(8)tllattheactivejnfrrc(licn."Ifpyrethrutll

;IreformedofpyrethrinIan'(1日,thou只■hinthat

laterLaForgcetIll(空).fotlnLLncwlycincrinJI

andllastheactiveingrc(lient,iofpyrctllrum,

'the comp.lrisonoE the toxiciticsof1-iTrethrin --

II LTln(卜 ll hegnn to .ln intc･rc.qtillg Object

of the study for-those conncctcd lYith

hiologicala･qs･ly Ofinscctz'cidcs･･̂ n(I､､･dc-an'

r)OW氏ndalrc.1(Zyover.thetcn'p.･tpcrLq-On this-

prohlcm.lIolVeVer,lhcscstudiesWere.done

withaneyetocomparetheletllaleffect二and

Wc'renot,discussedsomanyon thefastknock

downeffectwhichisthe leading∫.1CtOrin月y

.sprjty･-IThese pape-rs よre fcld somc､Vhat
Waーntingviewedfrom the7)iolo.Lrjclll･1.qStly OE

J'nsccticJ'(lcs一.lnd pmctic.･ll tl維y;. ^nd .lIso,′
thcalls･lmPlesllSCdhythcSCSL･nior･iWL･rLLrnixtLlrcS

oflhcsecomponents,.Tln(ItllCIIurcSこIll叩Icsll'CJ'e

notllSedI()r(･ol叩.lrSson.

Thebiological.lSSayOfI)yJ't!(hrjn<･1m(Ipyrd一

･一thrinstype99mPOundsisrLIsonceL'SSaryt{.)C･1rry

outatthepointofcomparir吋 thekonck LIoIVn

crtcctiveness,andthepure_samplesshouldhe-

1lSedforfoundamentalstlldy･In'thispPper,､the

WTiterdcscridedthe_resultsofanexperi血ent

Which lV.lSIcarricd out at th｡SCPohltSOf

lrJelY.

As the standard jnsccticides{ ･トdl-tr;lnS-

′ ､ ･一′ Ml
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allcthrjn (mp 5015t)･5oC)whichisす chry-l-
stalline isomerof allcthrins was usedJLor'ノ

ー,iologicalalSSay･̀pyrethrins'1(lれa才--22日 Ip･.

･EA_max--34250)andII(ん,,α -229Mp.eん..ほ,-

3i･iS5Q) usedlfor tomparisoム tierethe same-～

･lSamplesseparatedfrom thepyrethriJふ extractsI
,byOilfAetat(6).･throughapplicationoLcolumn

partitionchromatogaphy･Pyrcthrins_C_ont占ntsoft＼

thepyrethrum extracttuSed-forseparation･of'-

lpyrcthrins'Ⅰ･andll､vere p̀yrethrins'JII-6･1

･%, p̀yTethrir.S'､ⅠⅠ-5･61%,~t6talpyrethrins

value.ll.7%.Thesecont占ntsweredete.rmi ned -＼

V ･ bypolarographicmethod･And tl-e ′allethrins＼iヽ
一 一 eOntentSOftechnicalallethrinsusedforsepara一､

､ ′一ionofa-dl-trans一言llcthrinll,ere90.6%._Thrs

･quantitylゐsalsodeterminedby.thepolarogra-.

tphicmcthod･̀ - I

Thecommonhousefly,MILSladomesttcav岬 Jla-
＼

Macq..usedasthetestinsectwasrearedwithI′
theclllturemediumtlSingby-productsof‥tofu‥

adults.Andtlle4or5daySilldividualsafter

､､emeTFrCnCeWereuSCd･ ′

TlleSettling mist apparatus modified tile

･camュ)bell,s metalturn tahletl) was usedasI
thecxpcrimentarapparatus･･This'isa】mostly㌔

S叩 CWith･thcapparatusdescribed1)y/sullivan ､＼_
1 etalt07･,exccp,t･as､shown･jn LigurcI,the/

somelVhatdeeper.pottha'nthatoftheapparatus

_ ｡fStlIlivanetal.lVaSllSedandthespecialatdmizer

,assh'O､vn'ノin figLrc2,､vasused Lotspraya./.

littlequantityofinsecticidalkerosene､solution･■

- The三amples､vere,diluted/withkctosene(bp180'

-23OoC) to15.625,31.25,62･､5, 125and等50

-､･ mg per 10cc･Aboutten individualsofthe･

cornlllOnhousefly 6ヽ-eretlSedatnnexperiment,
∫

and0.5ccofinsecticidalsolutionlVCreSPrayed

intocyBnderunde∫thepresspreof20 1h/iAn'･
Aftcrten seconds..theglassslideinterecpting

hetwecn the upper cylinder and lower,pot-

wasplIlloutl-and the mist､of insecticide 一

一ヽl･aSSettledon･thehousefliesinthelowerpot.

'rhemlmderofknock dolVnjndividualsafter■
spraying llrerecountedatthelogarithmic･scale

I
oL time/ Tl】rec or five experiments were

repcate(Iateachconcentrationof･allinsecticidesl

and the lresultsof these cxperimcnts lVere
～

totalle(㌔ There亨ultsaresholVninthettlblesL

l14･Andthesumrヮaryoftables1-4calcuhte｡

bythe,Bliss' prohitt'rarisformationmethodorz

time-mort:llitycurveareshnwninLthctable 5

andthefigurels･3-5･Thbp'basedonthenumcrieaLヽ
valuesof tat)lc5 the relatibns hetwccn ユog

.timel'and log ConcentrationLcof allsamples

atthe50､percentknof:kdowna,fadultsofthe

Ll0mmOnhousefly werecalculated. Therestllts

arelshown.inthetables6and7.

Fro.m the叫 res聖 ,therel.atibeknock叫 'TI
cLfectivcnessesof 'pyrethrins'I,lI,pyrcthrum
extractsandtechnicalallethrinscomparedlVith

the:effectiyenessof a-dl-tran'S-allcthrin WLrrC

calclllated.Theresults,aresholVninthetable8.

1Tl】e▲glances.ofresulhofthetable8 arc･as

follo､vs :､Theknock down.effectivenessto

adultsofthecommonhouseflyof p̀yrcthrins'

llisca1.5time'.fasthatof f̀'yrethrins'I.nll(I､
theknockdowneffectieenessisalsorecognized

:iceacrtli:,:ens:PH etph崇 :l'lrulL'e:th,eac:.:霊 C:Oこ.):
I

Separation p̀yrcthrins'IandI_Iwasthe.hitlf

ofsリm Of the~cffectivenessof p̀yrcthrin･q'･●l
IandII.Namely,̀pycrthrins'IandIIisjoint
acting.similarly･Ifthis is invariable･Lact
in-allpyrethrmextracts,thisisi,Cryconyenicnt
forevaluationof,pyrcthrum'extractsas thc･･

resulto_f qllantitativedetermination of total

pyrett】rinsvalueI,y.polarogaphicmethodcorres一
･ponds､vith.Lthe result of biologicaJassay･､
.Tech ic a l allethri ns isf a l･46 tim 甲 a S t o x ic a _s

a -d l-trans-al lethrin. T his is 声eemed ' a f a c t t o

a f f ir m that thJe toxicity･of a-d1-trams- a l lc t h r i u

is l o u ,eSt am ong theother isomerof･allethr i n s . (7 1

＼
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